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産婦 人科領域 に おけ るcefluprenamの 臨床 的検討
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新 しい注射用セファロスポリン系抗生物質cefluprenam(CFLP)に ついて,産 婦人科領域で臨床的検

討を行い,以 下の結果 を得た。子宮内膜炎2例,産 褥子宮内感染3例,子 宮労結合織炎2例,バ ル トリ

ン腺膿瘍2例 の計9例 の産婦人科感染症に対 し,原 則として本剤1回1.0g,1日2回4～9日 間静脈内

投与 し治療 を行った。臨床効果は著効1例,有 効6例,無 効2,有 効率77.8%で あった。細菌学的には

6例 中 消 失3例,菌 交 代2例,一 部 消 失1例 で あ っ た 。ま た6例 よ りEscherichia coli 5株,Enterococcus

faecalis,Acinetobacter calcoaceticus,Bacteroides fragilts,Peptostreptococcus asaccharolyticus,

Peptostreptococcus sp.各1株 の6菌 種 計10株 が 分 離 さ れ,E.faecalis,E.coli各1株 の2株 が 存 続 し

たが他は消失 し,消 失率80%で あった。副作用はな く,1例 にGPTの 軽度上昇が認め られたが,無 処

置で正常域値に復 した。以上の成績か ら産婦人科領域における本剤の有用性が示唆された。
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Cefluprenam(CFLP)は,エ ーザイ株式会社で開発さ

れた新 しい半合成注射用セファロスポリン系抗生物質で

ある1,3)。

本剤は,β-ラ クタメースに安定で結合親和性が小 さ

く,広 域の抗菌 スペ クトルを有 し,殺 菌作用 を発揮す

る1,3)。また,各 種実験的感染治療実験においても優れた

効果が認められている2)。

吸収,排 泄については,血 清蛋白結合率が低 く,ほ と

ん どが遊離体 として存在 し,組 織移行が良好で,そ のほ

とんどが未変化体のまま高濃度で尿中に排泄され る鋤。

我々は本剤について産婦人科領域で,臨 床効果,副 作

用を検討 した。

1. 対象および方法

1992年4月 より1993年3月 までの間に,昭 和大学産

婦人科および関連施設に来院 した産婦人科的感染症9例

を対象 とした。その内訳はTable 1に 示すように,子 宮

内膜炎2例,産 褥子宮内感染3例,子 宮考結合織炎2例,

バル トリン腺膿瘍2例 である。投与方法は,原 則 として

1回1～2g,1日2回 点滴静注または静注した。投与期

間は4～9日 間におよんだ。他の抗菌剤は併用 しなかっ

た。

2. 効果判定基準

臨床効果は,起 炎菌の消長,自 覚症状の変化,検 査成

績の変化などから総合的に判定 し,3日 以内に菌の消失

および症状,検 査所見の著名な改善が得 られた場合を著

効 とし,症 状の改善にそれ以上の 日数を要 した ものを有

効,自 他覚症状 の改善,菌 の消失が明 らかで ない ものを

無効 とした。 細菌学的効果 は,菌 の消失 した もの は陰性

化,菌 量,菌 種 の減少 は減 少 とし,菌 種 の変化は菌交代,

変 化 のない ものは不変 とした。

3. 疾 患別 臨床効果(Table 1)

子 宮 内膜炎は2例 で,case no.1は 妊 娠第10週 自然流

産 後 に 発 症 し た症 例 で 前 投 薬 と し てBacampicillin

(BAPC)が 投 与 されてい るが無効 で,39℃ の 発 熱,WBC

18,800,ESR 115mm/h,CRP 7+等 の 症状 があ り,本

剤4日 間投与 で改善 し有効 であ った。no.2は 妊 娠 第17

週 胎 児死亡,流 産 後発熱 の症例 で前投薬 はな く,本 剤5

日間投 与 で有 効 であ った。産褥 子 宮 内感染 は3例(no.

3,4,5)あ り,no.4とno.5は 分 娩後2～5日 に発症

した もので,前 投薬 としてno.3は ア ミノ配糖体,no.4は

BAPCが 投 与 されてい るが無効 であ る。本 剤5～8日 間

投与 に よ り,no.4は 著 効,no.3,5は 有 効 と判 定 され

た。no.6は 子 宮筋腫,膣 脱 で膣式子 宮全摘,膣 脱手術後

約10日 で発症 した子宮旁結 合織炎 で膣 断端部 よ り多量

の排膿が あ り,本 剤 を9日 間使 用 したが 改善 がみ られず,

無 効 と判定 された。no.7は 化 膿性付 属器 炎,子 宮 筋腫,

骨 盤腹膜 炎で子宮全摘 を行 い,ド レー ン を設置 した症例

で術後cefpiramide(CPM)が 投 与 されてい るが無効 で

膣断端部 よ り排 膿 した子宮 考結合織炎 で,本 剤7日 間投

与 したが改 善されず無効 と判定 され た。no.8,9は バ ル

トリン腺膿瘍 でno.8は 切 開 を併 用 し,no.9は 自潰排膿

して いるが本 剤4～7日 間投与 で治癒 し有効 であった。
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Table 1.Clinical efficacy of cefluprenam in gyneco-obstetrical infections

B:before,A:after

NFR:non-fermentative rod

G:gravida

Ut.cont.:uterus content

以上を総計す ると,9例 中著効1例,有 効6例,無 効2

例の結果であった。

4. 細菌学的効果(Table 1)

治療前,細 菌が検出されて細菌学的効果が判定できた

のは6例 で,子 宮内膜炎2例 は菌交代1例,不 明1例,

産褥子宮内感染3例 は,消 失1例,菌 交代1例,不 明1

例,子 宮旁結合織炎2例 は部分消失1例,不 明1例,バ

ル トリン腺膿瘍2例 は2例 とも消失で,総 括すると,9

例中消失3例,菌 交代2例,部 分消失1例,不 明3例 で

あ っ た 。 ま た6例 よ りEScherichia coli 5株Enterococ-

cus faecalis,Acinetobacter calcoaceticus,Bacteroides

fragilis,Peptostreptococcus asaccharolyticus,Peptostre-

ptococcus sp.各1株 の6菌 種 計10株 が 分 離 さ れ,E.

faecalis,E.coli各1株 の2株 が 存 続 し た が 他 は 消 失 し,

消 失 率80%で あ っ た 。

5. 副 作 用

本剤使用に よる副作 用は まった くなか った。臨床検 査

値は,no.7子 宮 旁結 合 織 炎の1例 でGPTの 軽 度上 昇

(29→49→15)が あ り,投 与終 了後無処 置で正常域値 に

復 した(Table 2)。

6. 総 括

以上の臨床成績を総括すると,CFLPは 産婦人科領域

の感染症に対 し,臨 床効果,細 菌学的効果が認め られ,

副作用は少なかった。

7. 考 察

CFLPは エーザイ株式会社 で開発 された注射用セフ

ァロスポ リン系抗生物質で,広 域の抗菌スペ クトルを有

し,強 力な抗菌活性を示す。

特 にStaphylococcus aureusに 対 す る 抗 菌 力 は

flomoxefと ほ ぼ 同 様 で あ り,Pseudomonas aeruginosa

に 対 し て はceftazidimeの 約2倍 の 抗 菌 力 を 示 し,E-

faecalisに 対 し て は セ フ ァ ロ ス ポ リ ン 剤 で も っ と も 強 く,

piperacillinと 同等の抗菌活性 を示すなどの抗菌活性上

の特徴を持 っている1)。さらに,体 内動態や感染動物実験

成績 も良好であ り2～4),これ らの特徴から臨床的有用性が

期待 される。今回,我 々は産婦人科における性器感染症

を対象として本剤の臨床的検討を行い,臨 床効果,細 菌

学的効果,副 作用等を検討 した。

近年の産婦人科的感染症からは,グ ラム陰性桿菌 をは

じめ とし,グ ラム陽性菌,嫌 気性菌等が多種類検出され

てお り,し かも複数菌であることが 多い。本剤はこれら

の菌種の多 くに対して良好な抗菌活性 を示 し,特 に本領
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Table 2.Laboratory findings before and after cefluprenam treatment

B:Before,A:After

域 で 検 出 頻 度 の 高 い,S.aureus,coagulase negative

Staphylococci(CNS),E.coli,Klebsiella

Pneumoniae,Peptostreptococcus spp.E.faecalis等 に 対

し て 良 好 な 感 受 性 を示 す こ と か ら,本 剤 の 細 菌 学 的 効 果

は 期 待 で き る も の と考 え ら れ る 。

また,子 宮各部位や骨盤死腔液への移行については,

良好な移行が認められ,多 くの感受性菌のMIC値 をカ

バーする値が得 られたことから,感 染局所における抗菌

活性は期待できることを示 している4)。

臨床成績については,産 婦人科的感染症に対し,1回

1.0g 1日2回 投与で,疾 患別臨床効果は9例 中7例 が

有効以上であ り,疾 患別細菌学的効果は6例 中5例 で起

炎菌が消失 した。新薬シンポジウムにおける集計成績で

は91.1%の 有効率,87.2%の 細菌学的効果が得 られてい

るが,我 々の成績はこれ と同傾向であり,基 礎的成績 と

も一致するものということができる。副作用 としては,

軽度のGPT上 昇例を経験 した。 シンポジウムにおけ る

集計では4.6%に 副作用が認め られ,検 査値異常変動は

10.5%に 認め られたが,こ れは,他 の同系薬剤 と同程度

と考えられ,同 様の注意を要するものと考 える。
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The newly developed cephalosporin antibiotic,cefluprenam(CFLP),was evaluated for its clinical efficacy

and bacteriological effect in obstetric and gynecological infections,and following results were obtained.
CFLP was given to 9 cases of obstetric and gynecological infections at a daily dose of 2.0 g for 4-9 days.
The clinical efficacy was 77.8%(7/9),and eradication rate against isolated organisms was 80%(8/10).No
side effects and slightly elevation of GPT were found in one case.From these findings,CFLP is considered
to be a useful antibiotic against obstetric and gynecological infections.


